社会福祉法人　西海市町社会福祉協議会　契約職員給与規程

（目的）

第１条　この規程は、社会福祉法人西海市社会福祉協議会契約職員の給与に関する

事項を定めることを目的とする。

（給与の種類）

第２条　この規程により契約職員に支給する給与は、給料、通勤手当、賞与、時間

外勤務手当及び介護職員処遇改善手当とする。

（給料表）

第３条　給料表は、契約職員給料表（給料表2）を適用する。
（初任給）

第４条　新たに契約職員として採用する場合は、次により初任給を決定する。

　　　　　１号給

２　職員が定年後に再雇用となる場合に、資格等の特殊事情を考慮して契約職員となった者の初任給は、原則として定年退職時の給料の85％に相当する額で給料表２の直近上位の号給とする。ただし、45号給を上限とする。
（昇給）

第５条　契約職員の昇給は、毎年1月1日に、同日前1年間におけるその者の勤務成績に応じて、行うことができる。

２　前項の規定により職員を昇給させるか否か及び昇給させる場合の昇給の号俸数は、同項に規定する期間の全部を良好な成績で勤務した職員の昇給の号俸数を4号俸とすることを標準とする。

３　前条第2項に該当する契約職員については、毎年度5％ずつ給料を逓減するも

のとし、給料表2の直近上位の額とする。

（給与の支給）

第６条　給料の計算期間は、月の１日から末日までとする。

２　給料は毎月10日に前月分を支給する。ただし、その当日が休日、日曜日、または土曜日に当たるときはその前日において直近の休日、日曜日または土曜日でない日とする。

３　新たに契約職員となった者にはその日から給料を支給し、昇給、降給等により

給料額に異動を生じた者には、その日から新たに定められた給料を支給する。

４　契約職員が離職したときは、その日までの給料を支給する。

５　契約職員が死亡したときは、その月まで給料を支給する。

６　第３項または第4項の規定により支給する場合であって、月の初日から末日まで支給するとき以外のときは、その給料額はその月の現日数から勤務を要しない日の日数を差し引いた日数を基礎として日割りによって計算する。

（支払方法）

第７条　給料は、直接本人にその全額を支払う。（本人名義の預貯金口座に振り込む

ことにより、支給する。）

２　前項の規定にかかわらず、次に掲げるものは、給料から控除して支払う。

　(1) 所得税、社会保険料など法令により控除することが認められたもの。

(2) 本会が労働者代表と書面により控除することを協定したもの。

（通勤手当）

第８条　通勤手当は通勤距離が片道2キロメートル以上の契約職員(センター警備

員を除く）に対し別に定める額を支給する。

２　前項の要件を具備する者は、通勤届によりその通勤の実情をすみやかに届け出なければならない。通勤届の内容に変更を生じた場合も同様とする。

３　契約職員がその月の勤務すべき日数の過半数の勤務がなかった場合、通勤手当の支給は日割り計算とする。

（賞与）

第９条　賞与は、6月1日及び12月1日（以下この条においてこれらの日を「基準

日」という。）にそれぞれ在職する契約職員に対して第3項に定める日に支給する。

２　賞与の額は、それぞれ基準日現在（退職しまたは死亡した契約職員にあっては、退職し、または死亡した日現在）において契約職員が受けるべき給料月額を算定基礎とし、これに別に定める割合を乗じて得た額に基準日以前におけるその者の在職期間の区分に応じて別に定める割合を乗じて得た額とする。

３　賞与の支給日は、次の表に定める日とする。

　　ただし、これらの日が休日、日曜日、または土曜日に当たるときはその日の前

日において直近の休日、日曜日または土曜日でない日とする。

	　基準日
	　　支給日

	6月1日
	6月20日

	12月1日
	12月10日


４　第2項に規定する在職期間は、契約職員が休職にされていた期間（業務上の負

傷または疾病による休職を除く）については除算する。

（時間外勤務手当等）

第10条　勤務日に1日8時間の勤務を越えて勤務することを命ぜられた契約職員に

は、8時間を越えて勤務した時間の勤務１時間につき、1時間あたりの給料の100

分の125（その勤務が午後10時から翌日の午前5時までの間である場合は100分

の150）を時間外勤務手当として支給する。

２　就業規則に定める休日に勤務することを命ぜられた契約職員には、勤務1時間

につき、1時間あたりの給料の100分の135を休日勤務手当として支給する。

３　前項に規定する勤務１時間あたりの給与額は、給料の月額に12を乗じ、その額

を1週間あたりの勤務時間に52を乗じたものから祝祭日と年末年始休暇を合わせ

た日数に1日の勤務時間を乗じたものを差し引いたもので除した額とする。

（給与の減額）

第11条　職員が勤務しないときは、就業規則で規定する休日及び休暇（特別休暇を

含む）を除き、その勤務しない1時間につき、第9条第3項に規定する1時間あ

たりの給与額を減額して給与を支給する。

（休職者の給与）

第12条　休職にされた契約職員には支給しない。

（育児・介護休業等に関する給与）

第13条　育児・介護休業等に関する給与は、育児・介護休業等に関する規則で定めるところによる。

（補則）

第14条　この規程に定めるもののほか必要な事項については、会長が別に定める。

附　則

　（施行期日）

第１条　この規程は、平成18年4月1日から施行する。

（社会福祉法人西海市社会福祉協議会契約職員給与規程の廃止）

第２条　社会福祉法人西海市社会福祉協議会契約職員給与規程（平成17年4月1日施

行）は廃止する。

　（号俸の切替え）

２　切替日における号俸は、切替日の前日においてその者が受けていた号俸に応じ

て附則別表第１に定める号俸とする。

　　附　則

この規程は平成18年12月25日に改正し、平成18年12月26日から施行する。

附　則

この規程は平成19年12月27日に改正し、平成19年4月1日から適用する。

附　則

この規程は平成21年3月24日に改正し、平成21年4月1日から適用する。
附　則

この規程は、平成21年11月24日に改正し、施行する。
附　則

この規程は、平成22年3月26日に改正し、施行する。
　附　則

この規程は、平成22年5月27日に改正し、平成22年6月30日から施行する。

附　則

この規程は、平成22年11月29日に改正し、平成22年12月1日から施行する。
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